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レンボレキサント錠の病棟定数配置前後に転倒転落した入院患者さんの 

診療情報等を研究に利用することについての 

お知らせ（後向き観察研究） 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会 の審査を受け、病院長承認のもと、

下記の臨床研究を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、

あなたのデータを取り除くことができない場合がございますので、ご了承ください。 

研究課題名 レンボレキサント錠の病棟定数配置による転倒転落への影響に関する調査 

研究実施機関の 

研究責任者 

九州医療センター 薬剤部 古賀 真理子 

研究の背景 転倒転落は医療事故の中でも発生件数が多く、その防止策の立案と実施は

医療安全管理における重要課題であります。睡眠導入剤は転倒転落の原因

薬剤の一つであり、特にベンゾジアゼピン系睡眠導入剤は転倒転落を引き

起こしやすい薬剤として知られています。レンボレキサント（商品名：デ

エビゴ）は 2020 年 7 月に発売された睡眠導入剤で、ベンゾジアゼピン系

睡眠導入剤と比べて筋弛緩作用が少なく、安全に使用できることが期待さ

れています。 

今回、九州医療センター（以下、当院）では転倒転落防止策として病棟定数

配置薬にレンボレキサントを配置し、使用を推奨する取り組みを実施しま

した。 

研究目的 今回の研究では、レンボレキサントを病棟定数配置薬として設置する前後

の患者さんの転倒転落率の変化を評価することで、転倒転落防止策として

の有効性を評価することを目的としています。 

研究実施期間 【調査対象期間】病棟定数配置薬変更となった2021年9月の前後6ヶ月

間（2021年4月1日～2022年3月31日まで）を調査 

【研究期間】倫理審査委員会承認後から西暦 2025 年 3 月 31 日まで 

研究の方法 【対象となる方】 

調査対象期間に当院に入院され、転倒転落した患者さん 
【調査方法】 
診療録から情報を収集して、解析します。 

【研究に利用する診療情報】  

☒年齢  ☒性別  ☐身長 ☐体重  ☐写真【部位：      】 

☐病歴 ☐既往歴  ☒治療歴【睡眠導入剤の種類】   

☐予後 



☐臨床検査データ【   】 

☐画像データ【   】 

☐アンケート【   】 

☐有害事象【   】 

☐その他【   】 

【情報等の管理】 

●情報の管理責任者 

九州医療センター 薬剤部   （氏名）古賀 真理子 

個人情報の取扱い 情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所な

ど、個人を直ちに判別できるような情報は削除します。研究成果は学会で

発表されますが、個人を直ちに判別できるような情報は利用しません。 

研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 薬剤部（職名：薬剤師）  

古賀 真理子 

相談窓口 九州医療センター 薬剤部（職名：薬剤師） 古賀 真理子 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 
 

 

 


